
The American の遍歴(I)1)

水野尚之

HenryJamesの作品の中で,771eAmericanほど最終的な形を取るまでに紆

余曲折を経たものも少ない。この作品が成立していく過程をたどる時,そこに

あらわれてくるのは,後期の完成された芸術家といった感を与えるJamesで

はなく,さまざまなジャソルの創作をすることによって彼なりに自らの途を模

索している職業作家の姿である。

Jamesが771eAmericanの着想をどこから得たのかは必ずしも特定できない

が,1875年10月から翌年12月までの1年余りにおよぶ彼のパリ滞在中の見聞が,

この小説に豊富な資料を提供することになったとは言うことができよう。2)こ

のパリ滞在中にJamesがFlaubertやTurgenev,Zola,Goncourt,Daudetなど

といった文学者たちと交際したことはあまりにも有名である。この期問に

Jamesは月刊誌Atkmtichnth&に連載するために771eAmericanを書き続け

ているわけであるが,一年にわたる連載の間に,主に身近な読者から意見や注

文が作者の許に寄せられてくる。その中には,この小説の結末として

ChristopherNewmanとClairedeCintr6の結婚を期待する声もかなりあった

ようで,これに対するJamesの返答の手紙が何通か残っている。中でも,

Jamesが自分の小説のプロットの必然性を弁明する必要を特に強く感じたの

は,雑誌への連載を引き受けてくれた編集者WilliamDeanHowellsに対して

であったようだ。Howells宛ての次の手紙は,そのまま7振』調紺通朋につい

ての実作者の適切な解説と読むことができよう。
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Iquiteunderstandthatasaneditoryoushouldgoinfor"cheerfulendings";

butIamsorrythatasaprivatereaderYOuarenO亡StruCkwiththeinevitabilityof

theAmericandenouement.IfanciedthatmostfolkswouldfeelthatMmedeCin-

tr6couldn't,Whenthe丘nishcame,marryMr.Newman;andwhatthefewpersons

Whohavespokentomeofthetalehaveexpressedtome(e.g.Mrs.Kemblet'other

day)wasthefearthatIshouldreallyputthemarriagethrough.l/町OnS;itwould

havebeenimpossible:theywouldhavebeenanimpossiblecouple,withanimpossi-

bleproblembeforethem.Forinstance-tOSpeakverymaterially-Wherewould

theyhavelived?ItwasallverywellforNewmantotalkofgivmgherthewhole

WOrldtochoosefrom:butAsiaandAfricabeingcountedout,WhatwouldEurope

andAmericahaveo鮪red?MmedeCintr6couldn'thavelivedinNewYork;deT

penduponit;andNewman,afterhismarriage(orrathershe,afterit)couldn'thave

dweltinFrance.TherewouldhavebeennothingleftbutafarmoutWest,No,

theinterestofthesubjectwas,forme,(withoutmybeingatallapessimist)itsex-

emplificationofoneofthoseinsuperabledi伍cultieswhichpresentthemselvesin

people'slivesandfromwhichtheonlyissueisbyforfeiturepbylosing

SOmething.ItwascruellyhardforpoorN.tolose,Certainly:butquediableallaitril

jiliYedanscettegul∂re?Weareeachtheproductofcircumstancesandtherearetall

StOneWallswhichfatallydivideus.IhavewrittenmystoryfromNewman'sside

Ofthewall,andIunderstandsowellhowMmedeCirltrdcouldn'treallyscramble

OVerfromherside!IfIhadrepresentedherasdoingsoIshouldhavemadeapret-

tierending,Certainly;butIshouldhavefeltasifIwerethrowingarathervulgar

SOptOreaderswhodon'treallyknowtheworldandwhodon'tmeasurethemerit

Ofanovelbyitscorrespondencetothesame.3)

NewmanとCintr6夫人の結婚がありえない理由として,Jamesはまず現実問

題としてこの二人には住むべき所がないことを挙げている。(「Cintr6夫人が

ニューヨークに住むなどということはできなかったであろうし,結婚後に

Newmanが(あるいはむしろ結婚後にCintr6夫人が)フランスに住むなどと

いうことも不可能であったろう」)続いて,自分は悲観論者ではないが,とこ

とわった上で,Jamesは自分にとってこの主題の興味は実人生において現われ

てくる打ち勝ちがたい困難のひとつを例証することであった,と述べる。そし
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て,そのような困難を脱け出す途ほ喪失による他ない,という箇所などほ,

771eAmericanにとどまらずこれ以後書かれたJamesの多くの小説が主人公の

諦めで終わっている,という印象を裏付けるものとも思える。さらに「我々は

それぞれに環境の産物であり,我々を決定的に隔てている高い石の壁がある」

という表現は,これ以後書かれることになるmg月)が和が〆αエα砂やさらに後

の7伽l析明野〆娩βか0彬の世界-そこでは,まさに環境の産物といった登

場人物たちを,実際の建物や壁が精神的にも閉じこめあるいは排除する-を

すら何やら暗示しているように思われる。771eAmericanではJamesは壁の

Newman側(「視点」についても意識しての表現であろう)から措いた。そし

て,Newmanと同様読者にもCintr6夫人の側の世界は分からないのはもちろ

んであるし,まして彼女がその壁を乗り越えてこちら側にやってくる,などと

いうことは考えられないのである。

この手紙を読む限りでは,なるほどNewmanとCintr6夫人を結婚させるな

どということは,「世の中のことをよく知らず,小説の価値を実人生との適合

によっては判断しないような読者に,かなり俗悪な飴玉でも投げてやる」だけ

のようにも思える。感傷的な読者に迎合することをJamesが嫌悪していたこ

とは,このような書き方からも充分にうかがわれることは事実である。しかし

ながら,たとえ結末がJamesの言うように読者の実人生の感覚に合うように

なっているとはいえ,この小説はそもそもロマンス仕立てであり,すべての事

件が結末に向かって見事に収束していくプロットには,メロドラマチックとも

言われかねない要素もある。たとえば,主人公Newmanがたまたまはじめに

知り合ったNo6mieNiocheがやがてNewmanの婚約者ClairedeCintr6の実

の兄Ⅴalentinの人生を狂わせる女性になっていく,という筋立てもかなり強

引である。また,自分の妻に殺されかけていたBellegarde侯爵が,たまたま

その妻がいない時に息を吹き返して真相を紙切れに書いて信頼できる女中の

Bread夫人に託し,今度はBread夫人がNewmanを信頼してその紙を渡す,
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という展開も少々できすぎの感がある。さらに,物語の冒頭ではあやしげな目

的を抱いたNodmieがルーブル美術館でムリリョの聖母マリアの模写をしてい

るのに対して,この物語の結末においてはカルメル会の修道女となったCin-

tr芭夫人が聖母マリアに祈りを捧げる日々を送っている,との報告がなされて

おり,奇妙な対照をなしている。また,物語の構造の対称性について考えるな

らば,冒頭においてNewmanの前に名画の模写の真似ごとをしている女性と

して登場するNo6mieは,最後にはCintr6夫人の再婚相手としてBellegarde

家が期待していたDeepmere卿の愛人として,ロンドンの公園で落胆の極み

にあるNewmanの前に着飾って現われるのである。このような幾何学的とも

いえる構成は,Jamesのこれ以後の作品についてもたびたび議論されてきた(そ

して多くの場合是認されてきた)問題ではある。しかしながら,7Ⅶe

Aの惚erGα花の場合はやや極端なまでに筋の展開が見事になされていくのであり,

結末にのみ主人公の幸福な結びつきを求めるという感傷的な読者は論外として

も,このような筋立てが,Jamesが望んでいるような「世の中のことをよく

知」っていて「小説の価値を実人生との適合によって判断」する読者を満足さ

せるものになっているかどうかは疑わしい。そして,少しきびしい見方をされ

ればメロドラマチックとも言われかねないこのような要素がより明瞭な形で露

皇してくるのが,T振り血酬九州が劇として書き直された際なのである。

Jamesの劇作については,1895年にG町Domvilleがロンドンの劇場で上演

された際に挨拶に出たJamesが観客から罵声を浴びせられたという事件のみ

があまりにも有名になりすぎて,他の作品についてはほとんど触れられること

がない。しかし,たとえはmgAl乃er血刀の場合をたどっても,また別の興味

深い問題が浮かび上がってくる。Jamesは実際にはすでに1869年から教本の戯

曲を書いており,"DaisyMiller"の脚色も行なっているのだが,彼の本格的な

劇作活動は7嵐生4刑場正絹闇の脚色から始まる。1889年にJamesは,10年ほどイ

ギリス各地を巡業している劇団から丁場eA別grGαガを脚色することを依頼され
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ChristopherNewman役を演じる

EdwardCompton

45
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る。この劇団を主宰していたのはEdwardComptonという俳優であるが,

Comptonは¶毎A彿〝血甥の地方での上演を成功させてロンドンに進出し,ウ

エストコ二:/ドに自らの確固たる地位を築こうという野心を持っていた。幼ない

頃から芝居が好きで,やがて劇評などを書いているうちに演劇という分野に本

格的に取り組んでみようと思うようになったJamesとComptonの野心は,こ

の時点では同一の方向を目指していたといえよう。Jamesは4か月ほどで77te

A彿〝ぬ川の脚本を仕上げたが,この劇にははじめは丁場gCα7秒用由乃という題

名がついていたという事実も指摘されている。4)この劇が実際に上演されるに

至るまでのJamesのこの劇とのかかわり方は決して中途半端なものではなく,

彼はリハーサルに立合って俳優にあれこれと指示を与えている。特に

ChristopherNewmanの役を務める主宰者のEdwardComptonに対しては,

カリフォルニア出身のNewmanの発音をこまかく指導している。ヒロインの

Cintr6夫人役は,Comptonの妻であるアメリカ人女優VirginiaBateman(実

は彼女が7海月例g血刀の劇化を思いつき夫にJames宛てに手紙を出させた)

が演じた。こうして戯曲のkA肋椚通常ほ,1891年1月リバプール近郊の保養

地サウスポートで上演されることになった。

ここで実際の戯曲がどのようなものになっているか見てみよう。この劇は4

幕物として構成されているが,小説と違ってNewmanのCOnfidant(e)の

Tristram夫妻が全く登場しないた捌こ,Newmanが常に自分のまわりの人々

に直接交渉しているという印象を与える。すなわち,すべての人物がいとも簡

単にNewmanとかかわりを持つような仕組みになっているのである。たとえ

は,冒頭近くでは次のように人物関係ができていく。

NlOCHE.(Centre.)Bonjour,M.1eComte.Isaluteyouverylow.

VAL玉NTIN.M.Niocheisalwayssalutinglow.You'dsalutetheexecutionerif

heweregoingtobreakyouonthewheeI.

No蓋MⅢ.(エ00鳥乃g乃わ娩βがお紺振kNIOC斑如繭短沌れ短軸溢血の御感肝



7功gA桝βがGα〝の遍歴(I) 47

Chiqf.)Well,yOuWOn'tbetorturedforstealing,atanyrate.Threeunhappylittle

Cutlets!IftheCountstaystherewon'tevenbeoneapleCe.

VAL王NTIN.TheCountwillcertainlystay.

NIOCH玉.(hdtingonhishatagain.)ThenI'llgoandgetanothercutlet.(Goesわ

(1(脚.rな如.l

No上MIE.Itdoesn'tmatter(〆ckingゆbasketandcontenisandgt)ingゆCentYe)

We'vegothalfacoldpie.Mr.Newmanknowsthedi伍cultiesofourlife.

VALENTIN.Assuredly,Sincehecomestorelievethem.(771ebellringsagain,

Pret&loudandsha砂.)Thereheis,theministeringangel.

No云MIE.Coming!(Lh:if,Centn,WiththebasketandParcel.)

NlOCTiE.Heisaphilanthropist,M.leComte.(FumblesoutsnWox.)
VALliNTIN.AndwhatamIthen?

N10C且E.(77zkingsnW)You'rethepurestrelicofouroldnoblesse.

VALENTIN.Ratheranobjectforphilanthropy!

(Re-enterNo貞MIE,Cent7V;enter,behindher,CHRISTOPE五RNEWMAN,

什J接1Jf7日川d訂前日

No貞MILThisway,Mr.Newman!(mintingiothePictureontheeasel.)There's

thelittlethingyoutooksuchafancyto.

NEWMAN.(Lookingatpicture.)That'sjustWhatIwanttosee!(StandsbdbrePicr

短柁.)

No蓋MIE.IthinkI'veimprovedit.

NEWMAN.Well,yeS,Isupposeyou'veimprovedit;butIdon'tknowbutIliked

itbetterbeforeitwasquitesogood./However,IguessI'lltakeit.(Goestoright.)

No毛MⅢ.udvancing,Centre.)Thereareplentymoreintheotherroom.(hint-

ingcentre.)Thelight'sbetterthere.

NIOCHE.(0触御前鵬れわN餅肌蛸,血誠吻Ⅶ略彿通か摘睨短れ所姉接血れ)

Ifeelitagreathonourtoreceivemymuni丘centpatroninmyhurnblehome.5)

場面はNioche老人とNo6mieの住居である。NewmanはNo6mieに注文して

おいた絵の出来ばえを見るために直接ここにやってくる。しかし,彼よりも先

にすでにValentinが来ており,ValentinはNewmanを出迎えつつNioche父

娘のNewmanに対する応符のしかたに皮肉な感想を述べる。Newmanと初対

面の挨拶をしたⅤalentinはまもなく退場するが,今度はNioche老人が残った
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NewmanにValentinの妹のClaireについて教えるばかりか,Bellegarde家の

暗い過去についての噂話をするのである。上に引用した場面についてもうひと

つ注意すべきは,これがいわゆるdramaticironyを生み出す状況となっている

点である。すなわち,先に来ていたDeepmere卿が,No6mieの機転でこの居

間から追い出されて外で待っているのである。居間の外にいるDeepmere卿

が,あとから来たValentinやNewmanとNioche父娘の会話をどの程度盗み

聞きしているのかほ必ずしも明らかではないが,舞台を見ている観客は,居間

の4人の会話の外にDeepmere卿の存在があることを意識せずにこの場面を

見ることはできないだろう。主人公Newmanをいわば外側の枠から眺めてい

るといったこのような演劇的技法は,作品の視点を主人公Newmanひとりに

固定している小説の場合とは大きく異なった効果を生むことになる。

この他,No6mieの性格づけやValentinの決闘の相手や場所などの点で劇と

小説とに明らかな相違が見られるし,′ト説の中ではかすかな可能性として述べ

られていた二つのおぞましい関係-Bread夫人と故Bellegarde侯爵との関

係,そLて侯爵美人とCintr6伯爵との関係一一が,劇の中ではあからさまに

暴露されている。そしてこうした相違点の中でも最もきわだっているのが結末

の場面である。

Newmanは,Bread夫人を通して亡き侯爵が書いた紙切れを手に入れるが,

小説の場合とは違って;それを返してほしいと言うのはまずClaireである。

そしてすぐに兄のUrbainもこれに加わり,三人が紙切れの取り合いをすると

いう少々滑稽な立ちまわりを演じる。Newmanは結局Urbainに紙切れを渡

す。以下の引用はその直後からである。

CLAIRE.(Rightcenire,WatChinghim.)Iwasright,Iwasright-yOu're

magnanimous!

NEWMAN.(mthajlicker〆YetuminghpPe.)Ah,Claire一一don'tsaysuchthings

〃川ぐ.I
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CLAIRE.NowisJuStthetime-aSthecarrlageisthere!

NEWMAN.(Ebger&.)Thecarriage?(Re-entertheMARQUIS,rなht.)

MARQUIS・(7bNEWMAN.)Youhadreallybetterleavethefamilytoitself.My

mother'scomlng.

CLAIRE.(Givingheγ姉handioN玉WMAN.)Te11herwhenshecomesthatI

ShallmarryMr.Newman.

NEWMAN.Ah,mybeloved!(Kissesherhand.)

CLAIRLYou'vedoneit-yOu'vebroughtmebackMyOu'vevanquishedme!

NEWMAN.That'sjustwhatIwantedtosee!(Hehascaughtherwithonearm,

′川`1gわーぐ∫rr〟研gふ∫.〃`、/川タカ(、∫〟♪川棚17り・バ川Jfナノ叫瑚l・ん:「ナ可軒/・川一

加川α.AH血のα椚g刑0弼g乃f柁一g乃ねrMM玉.DEBEu腰GARDE,痴勅諭Ⅶ彪曙彿紺地

娩e拗ねγ純βN五WMA前払欄彿射伽MARQUIS,坤ビ〝乃磁rd乃d.)

MARQUIS.He'sgone-butshe'sgonewithhim!

Mh旺・DEBELLEGARDE.(C7DSSingswm&toonedthelighiedcandlesthatstand

Onatableat頓andthrustingherpapeγStraWtintothejhlme.)Maytheynever

COmeback一maytheynevercomeback!

MARqUIS.(0〝娩紺地eγざ感g〆肋の血が紺αね磁〝g娩βかゆeγ〟γ〝ぴあゐ娩eC〟r

tainjblls.)Anymorethanthatthing,eh?6)

NewmanはBellegarde家に復讐する手段を自ら放棄する。Newnanのこのよ

うな高潔な態度を見たClaireは「私が思ったとおりでした。あなたは寛大で

す!」と言う。小説においてはTristram夫人が最後にこれに類する言葉

("Theircon丘dence,aftercounseltakenofeachother,WaSnOtintheirin-

nocence,nOrintheirtalentforblu伍ngthingso珂itwasinyourremarkable

goodnature!Youseetheywereright."7)「相談し合った結果ベルガルド家の人

たちが自信を持つようになったのは,自分たちの無罪でも,はったりで切り抜

ける才能でもなくて,あなたの稀に見る善良な性質についてでした!あの人

たちが思ったとおりですわね」)を述べるが,その場合は,おとなしく引き下

がることにしたNewmanに対する慰めの言葉以上のものではない。さらに,

劇の中ではClaireは結婚を決意し,その理由として引用の中ほどの驚くべき
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科白(「あなたはおやりになった-私を連れ戻されました-私を打ち負か

されたのです!」)を述べる。家族と恋人との板ばさみになって,女主人公が

自分の気持ちをほとんど口に出さないままに修道院に入ってしまう,という小

説の結末にもやや強引なところがあるが,劇における女主人公の上のような論

理も,また別の意味で不自然であるという印象を与える。結局劇では,引用の

最後に見られるように,Bellegarde侯爵夫人が紙切れを燃やし,息子のUr-

bainともども秘密が外に漏れなくて安堵するというところで幕となる。

戯曲7伽A〝ze蕗∽形の地方での公演はおおむね成功であった。そして25回の

地方公演を行なったのち,ComptonComedyCompanyはいよいよロンドンに

進出することになった。Newmanの役はやはりComptonが演じたが,Claire

役は当時IbsenのHeddaGablerで頭角をあらわしつつあったアメリカ大女優

ElizabethRobinsが演じることになった。劇場は,初期のGilbertとSullivan

のオペラが演じられていたOperaComiqueTheatreである。ロンドン初演の

観客の中にはJohnSingerSargentやConstanceFenimoreWooIsonの他にAr-

thurPineroやGeorgeMeredithもいたし,後にはArthurSymOnSもこの劇を

見ている。Symonsなどは「この劇がこの小説の作者を満足させたなどと考え

られるだろうか?」("Isitconceivablethattheplaysatis彿dtheauthorofthe

novel?"8))といった辛辣な劇評を書いているが,戯曲丁場gAのけerGα形がロンド

ンでもかなりの評判を呼んだことは事実のようである。そして上演が50回を数

えようとする時,Jamesは主に第3幕を書きかえて再び批評家たちを招いてい

る。

こうして乃gA刑gγね緋のロンドン公演は70回を数えたが,主宰者のEd-

WardComptonがロンドンで確固たる地位を築くというところまでほいかず,

結局この劇団は50ほどの上演レパートリーを持った地方劇団としてイギリス各

地を巡業するというもとの形に戻る。耶針血裾前緋もこの50はどのレパート

リーの中のひとつとして上演されるようになったが,ここでJamesはまた新
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割勘血相飯川第2幕

EdwardCompton(ChristopherNewnan)とElizabethRobins(ClairedeCintr6)

たに第4幕を書き直し,今までのものと差しかえている。この新しい4幕が前

の芝居と違うのは次の二点である。そのひとつは,場面をフルリェールにある

Bellegarde家の城からパリのNewnanの家に変更したこととも関係があり,

ここでは決闘で死にかけていたⅤalentinが生き返って皆の前に登場してくる,
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という驚くべき変更が行なわれている。もうひとつは,亡きBellegarde侯爵

が死の床で書いてBread夫人に手渡した紙切れの行くえに関してである。第

4幕の前半部分が紛失しているので後半部分から推測をする他はないが,どう

やらこの秘密の紙切れはまだBread夫人が持っていると思われる。Newman

がその手紙ごとBread夫人を召使いとして雇おうとしているのを知って,

Claireは彼にその試みを断念させることで一家の恥が表に出るのを防ごうとす

る。Claireの哀願を聞き入れてNewmanが復讐を断念するのとほとんど同時

にValentinが生き返って登場してくるので,一同の注目はそちらに集中して

しまう。冷酷なはずのUrbainでさえ,Claireの結婚問題よりもⅤalentinの回

復のことに気を奪われている様子である。そして一同は次のような大団円を迎

える。

No畠M凪(Aわ〟450肋α≠娩go挽gB磁αγゐgrα批NEWMAN'S彿彿励わ紹わ

DEEPMEREispractical&answered.)Givemeyourarm!(ShetakesitwhileDEEPMERE,

わm油壷臣柑高い癖-′∫J`!!ぐ〟カー、.r/〃汀〟gr川!(油(貢小.α〃dl力fT∫ねIld的印1仏、J用わな/7日

MRS.BREAD.(7bCLAIR私)Iamatyourladyship'sservicetoleavethehouse.

NEWMAN.(上β通商g〟C上劇隠誹血い戒m融血‖おおγ埠頭加娩郡上短は〝柏成日脚

answer.)Perhapsyou,MadamedeCintr6,Willgiveusthehonourofyourcom-

pany?

MARQUIS.(Downa拍動mqTeSticalか,duringthesikncethatjblbwsonCLAIRE's

Pa71.)Iregret,Mr.Newman,thatIamunabletoacceptyourinvitation.(4tieran

insiant.)Imustcarrytomymother,Withoutdelay,thisremarkablenewsofher

SOn.

CLA■RE・蛸壷`Ju吋叫V.、JJr。か哩!〃`用.バ/JH`∫九日兢白有事ソせり1、Ilg.バイ日、ん・.心血1

肌0UgS,NEWMAN,す〟ifが抑gVAIENTIN,の研g∫乃β卯汀わん甥α融MRS.BR玉AD,如料呼

tocentγe,OCC24)iesNEWMAN'S♪hlCebehindVAI.ENTIN'schair.)Urbain!(TheMARQUIS

ざ坤∫,5〝ゆγねedα∫紺存αC短血刀邸,βガdCLA上REgPgざ0乃坤紺かガgO〝わ存dαdc如γ.)

Youcancarryourmotheraswe11someremarkablenewsofherdaughter一一一the

newsthatI'vedetermined-and(bokingabouttotheoihen)I'mgladyoushouldall

hearit!-tObecomeMr.Newman'sw的./

NEWMAN.(St)ringingtoher,andashejbhisherinhisarms.)That'sjulStWhatI

wantedtosee!9)
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Newmanに復讐の機会を断念させて一家の名誉を救ったという安堵感に加え

て,死んだとばかり思っていた兄のValentinが生き返ってきたのを見た喜び

もあってであろうか,ClaireはNewmanと結婚する意思を公然とロにする。

その勢いに押されたかのようにUrbainは何も言えない。さらに,この芝居の

喜劇性を徹底させているのがNo6mieとDeepmere卿の組み合わせである。小

説においては,Claireと全く対照的な生き方をするしたたかなフランス女性と

してNo芭mieは充分に戯画化されて描かれているのだが,劇の中では彼女はも

う少し道徳意識の高い人物となっている。軽薄なアイルランド貴族だった

Deepmere卿も同じように人格が格上げされており,彼ら二人の結びつきは,

いかにも喜劇の脇筋の結末といった形で,NewmanとClaireの結びつきに準

ずる祝福すべきものとなっている。

このように7海Jh研五期はますます明るい作品へと変貌していく。このよ

うな変貌をとげた劇TgA乃eγGα刀は,もはや小説とは全く別物と考えた方が

よいのかもしれない。しかしながら,そもそもこの小説の中に容易に喜劇の道

具立てへと転じうるような要素もいくつかある,ということもまた事実である

と思われる。物語りの中から喜劇性のみを探り出そうとする姿勢は必ずしも正

確な読み方とはいえないであろうが,深刻さや悲劇性がまず論じられるような

Jamesの他の小説の場合でも,案外たやすく喜劇に転じうるものが多いのでは

なかろうか。

戯曲TゐgA肌βγ血〝のその後をたどろう。Jamesは小説そのものに内在する

喜劇的要素を巧みに利用して純然たる喜劇を作りあげたわけであるが,そのよ

うな喜劇ならば,もっと気のきいた科白をちりばめながらJamesよりももっ

と上手に劇を仕上げていった劇作家たちが,ビクトリア朝末期のイギリスの演

劇界には沢山いた。特に,Jarnesの劇作時代がOscarWildeの劇作時代の全盛

期にあたっていたことは,いかにも不幸であった。James自身はWildeに対

して対抗意識めいたものを持っていたことが手紙に残っているが,10)1892年
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エα砂肝液あⅦ釧待月細,93年AI物鯛α〝〆Aも物の勿〝α,95年A犯肋J助∫-

わα乃d,同年れ毎着明知所用αqh馳彿g品評机融とたてつづけに上演を成功させて

イギリス劇壇の寵児的な存在となったWildeとは,Jamesははじめから比べ

ものにならなかった。またこのころGilbertとSullivanのいわゆるSavoy

Operaもさかんに上演されている。このようなある意味で演劇的に大変きらび

やかな時代に,戯曲r触りか机別hmがロンドンで生き残れず,地方劇団の多く

のレノく-トリーのうちのひとつに転落していったのも,むしろ当然であったと

いえよう。

さて,以上のように∵nkノh鋸の通用の変貌ぶりをたどってきたわけであるが,

この作品は作者Jamesによってもう一度徹底的に筆を加えられることになる。

それが1907年に行なわれたNewYork版選集のための加筆であるが,他の初

期の作品への加筆に比べて7協gA刑gri甜邦の場合はあまりに徹底した濃密な加

筆が行なわれており,その是非については従来からさまざまに論じられてきて

いる。また,この作品の場合だけは,筆者による生々しい加筆の跡を写した

facsimile版が出版されている。11)次回はこの版を検討することにより,The

A刑gr右脳形の最終的な変貌ぶりを考察したい。
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